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研究の目的と背景

本研究の目的は，ハイテク（情報通信技術や関
連商品）が普及するとき，一般生活者間の情報伝
播の中で，イノベーションの芽になるような新ア
イデアが発生する構造を検証することにある．

年代以降の代表的なイノベーション事例で
ある携帯電話やワゴン型乗用車などの商品市場
では，同一カテゴリの商品価値が，普及の途中で
生活者の中から自発的に生まれた新アイデアに
牽引されて大きく転換してゆく現象が発生した．
携帯電話の場合は，通話主体からメールや着メロ
利用主体への転換を，ワゴン型乗用車の場合は，
ニッチ需要向け特殊車両からセダンを上回る主
流車種へと転換した．本研究ではこれを価値転換
現象と定義した．価値転換現象の過程は図 に示
す．

図 価値転換現象の過程

普及過程において新技術や新商品の価値が変
化し，その結果，需要側が牽引する形で供給側の
技術開発自体も変化するというパターンを持つ
イノベーションモデルを前提とすると，このよう
な価値転換現象が，情報伝播ネットワークのどこ
で多く発生するのかが問題となる．それを検証す
るために，実際の「友人」関係を使って情報伝播
実験ネットワークを構築し，実際の商品情報を伝

播させることで，「新アイデア」発生の仕組みを
考察・検証した．

検証の方法と結果

東証一部上場企業 社の 年度新入社員
人に対して予備調査を実施し，情報関連新商品・
新サービスの採用速度（普及）別に分類された
人の生活者ネットワークを抽出した．この 人の
中には，互いに携帯電話の番号を知り合っている
「友人」ネットワークが構成されている．そこに
（近未来のイノベーション商品の候補例とし
て）「ワンセグ」「ニンテンドー 」「 」に
関する情報を，質問紙を用いて伝播させる実験を
実施した．
具体的には， 人の中で，もっとも情報関連新

商品・新サービスの採用が早い 名を選び，上記
商品を改善するための新アイデアを質問紙に書
いてもらい，その結果をそれぞれの「友人」にそ
のまま伝播させるという方法をとった．このとき，
次の人が前の人の新アイデアを評価すると同時
に，さらに自身の新アイデアを書き加える，とい
う伝播ルールとし，当初設定した 人全員に質問
紙が行き渡るまで続けた．
実験設計にあたっては，川上（ ），および

（ ）の研究をもとに，
伝播される情報の信頼性確保のために「友人」関
係に着目した．また， （ ）の
研究をもとに，「新アイデア」だけではなく当該
商品についての「ポジティブ情報」「ネガティブ
情報」の伝播と比較する形で質問をした．なお，
新商品・新サービスの採用の早さで 人を分類す
る際には，情報関連商品の導入時期について全国
の一般生活者 人に対してあらかじめ大規模な
予備調査を実施し，その結果をもとに図 に示す
ような （ ）の普及理論に従った分類基
準を作成し，本実験参加者にも同様の調査を実施
することでその分類基準に 人を当てはめた．実
際の実験参加者のネットワークは，図 に示すよ
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うになった．
この方法で 個の新アイデアが記述されたが，

その際，実験参加者によって書かれた新アイデア
が技術的に見て本当に「新しい」といえるかどう
かを質的に判断する必要があった．そこで本実験
では，マーケティングや情報技術に関する専門家
名によって 個の新アイデアを評定し，結果的

に 個（ ％）が本当に「新しいアイデア」と
認定された．評定にあたっては，ソフトウェア，
ハードウェアの両側面について実現可能な技術
改良を必要とし，かつ現在は類似商品が存在して
いないという条件を満たすアイデアを選ぶこと
とした．

図 の普及理論による分類

図 実験参加者 人のネットワーク

次に，その本当に「新しいアイデア」が情報伝
播ネットワークのどこで発生したのかを検証し
たところ，興味深い傾向が見られた．従来，普及
学やマーケティング学では，供給側からの新技術
や新商品の情報を直接的に受ける第 層（イノベ
ーター層）が最もイノベーティブだと考える傾向
が強かったが，本実験では，むしろ第 層を中心
とする情報伝播の中で「新しいアイデア」の発生
率が有意に高いことが発見された．第 層での「新
しいアイデア」の発生率は， ％（フィッシャ
ーの直接確率検定：有意水準 ％で少ない）であ
ったのに対して，第 層では ％であった．ま
た，情報伝播の経路別に見ると，第 層内での伝

播による発生率は ％であったのに対して，第
層内での伝播では ％（同上：有意水準 ％で
多い）であった．

結論と今後の課題

技術開発の方向性そのものに影響を与える「新
しいアイデア」が，いわゆるイノベーター層より
も後の層の情報伝播ネットワーク内で発生しや
すいという本実験の発見は，新技術が普及する過
程，つまり需要側においてもイノベーションの芽
が発生しうることを示唆している．これは，従来
の普及学やマーケティング学での知見を拡張す
ると同時に，企業が新商品発売後も「カイゼン」
を継続する動機付けになっているとも分析でき
る．また，本実験の結果は，いわゆる技術に精通
した人材によるアイデア開発だけではなく，普及
前半を支える生活者を交えたアイデア開発もイ
ノベーションの発生にとって有用であることを
示唆している．社会の情報システムとして生活者
間の「友人」ネットワークをとらえたとき，この
ように需要側がイノベーションを牽引する機能
を持つ可能性があるという示唆は，人間が発揮す
る創造性の構造を理解する上で興味深いと考え
られる．
しかし，本実験は小規模であるため，統計的有

意差は確認できたものの，より一般的・広範な事
例や分野に適用可能かどうかには慎重な議論が
必要である．また，「新アイデア」の認定方法な
ど，手法自体の改善の余地もある．今後は，さら
なる議論と実験を重ね，これらの課題を解決する
ことで，人間の創造性拡大に対して，適用可能性
の高い情報伝播モデルの構築へと発展すること
が望まれる．
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